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第
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琉

大

正
十

四
年

六

月

遠
江
掛
川
附
近
第
三
紀
層
の
犀
序

第
十

1
艦

砲
質
固
参
照

横

山

次

貼

速
江
東
部
に
は
第
三
紀
層
虜
-
存
す
｡
地
質
調
査
所
に
て
は
此
を
大
井
川
第
三
紀
古
層
及
同
新
暦
の
二
に
別
っ
て

ゐ
る
｡
舌
盾
は
大
略
金
谷
よ
-
日
坂
･倉
異
相
を
通
じ
森
町
に
到
る
線
よ
-
北
及
び
大
井
川
右
岸
の
吸
ノ
原
基
地
の
基

盤
を
な
し
東
に
相
良
油
田
地
方
に
分
布
し
讐

東

成
は
.自
室
寵
た
る
三
食
犀
の
上
位
に
あ
る
1

私
心
此
盾
を
.横
式
地

を
大
井
川
右
岸
と
し
大
井
川
犀
YJ
限
定
し
て
呼
び
た
い
.
履
序
は
な
は
研
究
を
姿
す
る
｡
新
暦
ビ
耕
す
る
も
の
は
牧

ノ
原
基
地
の
基
盤
を
な
し
大
井
川
盾
を
不
整
合
に
被
擾
す
る
堀
之
内
統
ビ
更
に
堀
之
内
銃
を
不
整
合
に
被
覆
す
る
掛

川
統
}J
ま
た
ま
た
更
に
掛
川
続
を
不
盤
令
に
破
擾
す
る
小
笠
山
鹿
岩
ど
の
三
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
.
後
の
二

は
鮮
新
世
の
時
代
の
も
の
で
掛
川
附
近
に
馨
超
し
て
ゐ
る
｡

堀
之
内
流
は
基
底
磯
岩
と
砂
岩
館
岩
の
安
居
し
た
厚
い
地
厚
で
産
衣
岩
二
帯
を
爽
み
据
戊
の
も
の
で
あ
る
が
化
石

は
少

い

｡

小
笠
山
磯
岩
は
洪
横
世
の
雑
居
に
不
整
合
に
破
綻
さ
れ
此

ĴJ
明
に
馬
別
し
得
ら
れ
産
衣
岩
を
も
含
む
｡
化
石
は
な

遜
江
掛
川
附
旺
撃

二
組
暦
の
L&
序

賢

外

l



地

球

弟
三
春

節
カ
幼

慧
O

芸

い
O
掛
川
親
は
此
地
方
の
籍
三
和
静
車
最
多
-
の
化
石
を
出
す
も
の
で
あ
る
｡
兼
は
堀
ノ
内
の
閣

7
粁
年
の
地
恥
を

横
切
-
東
北
問
南
の
走
向
を
有
す
る
潮
海
尊
断
層
に
よ
-
切
断
せ
ら
れ
函
南
は
小
笠
山
磯
岩
下
の
不
薬
令
藤
に
よ
･C,

斜
に
尖
滅
し
て
森
町
の
南
に
つ
き
'
北
は
前
記
大
井
川
瀞
を
基
盤
だ
し
て
政
だ
不
整
食
の
開
係
に
あ
る
｡
其
分
布
は

地
岡
上
に
於
で
略
細
長
旦
二
角
形
を
な
し
天
機
の
発
向
は
北
西
で
南
西
に
援
-
傾
斜
し
て
ゐ
る
が
内
部
に
は
詳
し
-

は
多
-
の
断
層
が
あ
っ
て
精
複
雑
な
る
構
造
を
示
す
0

本
系
統
は

7
の
完
金
な
る
砕
屑
取
濃
の
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
て
此
時
代
の
初
め
掛
川
地
方
は
太
平
洋
の
沿
岸
で
あ
っ

た
の
が
次
第
に
沈
降
し
最
後
に
再
び
上
昇
し
て
浅
海
和
ど
な
-
蓬
に
粕
大
き
な
る
地
鍵
の
後
陸
地
ど
な
っ
た
.
掛
川

統
下
底
及
其
以
下
の
堀
之
内
就
最
上
部
に
は
陸
相
の
沈
番
が
な
い
の
で
南
方
小
笠
耶
佐
束
柑
あ
た
-
で
は
二
系
統
は

達
磨
し
其
間
デ
ィ
ス
コ
ソ
フ
ォ
ー
ミ
ブ
イ
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
掛
川
以
北
以
西
に
で
は
堀
之
内
棟
を
敏
き
､掛
川
棟

は
庶
接
大
井
川
層
の
上
に
大
き
な
る
不
整
令
を
以
て
位
寵
し
て
ゐ
る
｡

掛
川
銃
を
記
載
す
る
に
尭
づ
横
式
地
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
｡
即
ち
此
を
西
郷
柑
掛
川
町
南
郷
相
の
各
露
頭
ビ
す

る
0
掛
川
町
以
西
で
此
地
膚
の
暦
序
は
次
の
如
-
な
る
.

二

義
底
磯
岩
.
二
.
褐
色
中
粒
砂
〇
三
､
青
次
色
細
粒
雲
母
贋
砂
岩
〇
四
､
砂
岩
及
泥
岩
互
暦
.
五
p
碇
次
質

極
細
砂
岩
.

･7';

褐
色
細
暦
現
車
粒
砂
｡
七
､
秒
及
泥
互
屠
｡
八
'
捕
捉
次
質
梅
細
粒
無
暦
粥
砂
岩
O
九
p
中
粒

喝

十
.
凝
次
砦
｡
十

l
'
中
粧
砂
｡



避
底
磯
薯
は
あ
ま

-
厚
-
な
い
O
下
の
大
井
川
厨
ど
の
間
に
明
に
不
整
食
が
あ
る
｡
掛
川
歌
沈
積
の
初
期
に
は
酋
よ

-
次
発
に
束
に
海
が
入
っ
て
来
た
即
ち
+
ラ
ン
ス
グ
レ
ブ
シ
ョ
ソ
が
あ
る
の
で

二
の
褐
色
砂
ビ
基
底
藤
倉
と
は
暦
序

上
尾
別
す

べ
き
で
な
い
｡
此
故
に
地
質
図
に
は
倉
し
て
大
日
砂
岩
yJ
命
名
記
入
し
て
お
い
た
｡
大
日
砂
岩
暦
は
周
智

郡
大
日
を
標
式
地
ど
す
る
無
屠
理
の
褐
色
砂
で
時
に
硬
き
砂
岩
だ
な
る
こ
と
も
あ
る
.
ま
ま
員
数
の
堆
積
し
た
る
を

倉
む
こ
と
が
あ
る
.
本
骨
は
東
に
次
箱
に
薄
ま
る
も
の
で
垂
木
柑
家
代
で
は
厚
さ
四
十
四
米
軍
で
あ
る
が
西
郷
相
で

は
二
十
七
光
三
に
な
っ
て
ゐ
る
.
化
石
灘
は
大
凡
三
で
あ
っ
て
蓬
に
下
底
近
-
に
見
出

さ
れ

一
部
は
磯
砦
中
に
あ
る
.

大
日
の
化
石
は
横
山
先
生
が
四
十
二
程
を
同
足
さ
れ
東
京
大
草
理
軍
部
紀
要
舘
四
十
五
珊
第
二
編
に
報
告
さ
れ
て
を

ら
れ
る
｡
私
共
の
採
集
し
た
限

-
で
は
八
十
種
を
越
え
て
ゐ
る
が
iii要
な
樺
山
出
る
も
の
は
稀
海

が
多
-
な
い
O
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地

球

6
77一巻

埜

ハ
懸

軍

臼

は
就
中
重
要
な
も
の
で
あ
･C,､
普
通
に
あ
る
も
の
で
現
生
種
は
リ
サ
グ
ク
ボ
タ
ル
､
ト
ガ

シ
ヲ
タ

イ

レ
･
n
グ
チ
ャ
タ

ヶ
ノ

コ
ガ

ヒ
.

シ
テ
ク
マ
.ツ
F'Jl
キ
な
で
で
あ
る
.
稀
有
の
珍
物
で
面
白
い
も
の
が
数
あ
る
が
名
を
列
記
す
る
こ
と
は

や
め
ろ
.

大
日
よ
h
西
郷
ま
で
の
問
に
も
所
々
に
貝
類
が
出
る
が
大
き
な
流
れ
溜
-
は
な
い
｡

上
西
郷
よ
･Jl下
垂
木

ま
で
の
あ
た
-
下
底
近
-
鐸
山
化
石
の
出
る
亨

)
ろ
が
あ
る
｡
此
鹿
で
は

Pe
c
tzJ73C
u
h
JS
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o
to
m
ie
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M
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V
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)
ob
s
oZezu
m
M
a
k
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a
m
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ホ
ライ
ゾ
,I

が
も
つ
ど
も
著
し
い
0

絶
て
の
鮎
に
於
て
此
フ

ォーナは大
日
よ
り
上
の
静

準
で
あ
る
｡

固
執
相
の
兼
天
王
山
西
側

の
川
底
に
あ
る
基
底
磯
岩
の
フ
ォ
ー
ナ
は
東
に

姦

ビ
新
し
-

2
e
c
te
71
2
ra
eslg
n
†

Y
.
k
･
y
a
m

a

の
新
加
入
E

p～ユー
ヂ-
シ
ヨ
ン

U"zb"l1.um
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7,n
)
ObJOlezu
m

Makiya
m
a
の
時
代
経
典
の
亜
萩
で

6071g
loMZera
tu
7n
ビ
命
名
す
る
も
の
を

特
徴
ビ
す
る
｡

PC
C
1
2
11
2
ra2
1
1i
ld
J

は
筒
郷
の
前
記
水
中
よ
-
稀
上
位
に
始
め
て
出
現
し
て
ゐ
る
し
･
ま
た
大
日
附

近
で
も
ず
つ
と
上
位
の
砂
岩
掘
岩
互
骨
中
に
始
め
て
出
る
も
の
で
あ
る
O

第
三
の
青
次
色
紺
碧

毒

贋
砂
岩
は
掛
州
天
王
社
附
近
を
模
式
地
だ
し
て
天
王
砂
岩
ビ
命
名
し
た
｡
垂
木
村
以
西

で
は
本
暦
ビ
大
日
砂
ど
の
間
に
東
に
尖
滅
す
る
砂
岩
竪

重

厚
が
あ
る
｡
屠
厚
は
上
盤
の
限
鼎
が
分
明
せ
ざ
る
湾
測

定
し
雛
い
が
掛
川
附
近
で
大
略
四
十
米
あ
-
家
代
で
は
二
十
九
光
年
あ
っ
た
-
た
末
に
行
-
ほ
ざ
日
が
細
か
に
な
h
･



掛
川
以
東
で
は
盃

に
窒

窟

び
て
-
る
,
-

紘
-

し
た
も
の
よ
-
も
棲
存
し
-

～
の
-
の
が
多
-
大
日

砂
岩
よ
り
基

し
-
海
が
深
-
-

-

の
沈
-

の
る
が
-

洩
漂

有
の
種
頬
が
書

あ
る
O

P
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len
P
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sL･g
H
…

芸

多

い
こ
亡
は
波
動
の
影
響

嘉

雷

菅

で
莞

事
姦

る
も
の
で
あ
る
｡
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は
本
盾
狗
櫛
の
も
の
で
其
他
大
日
砂
岩
に
出
る
｡
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も
多
-
現
嘉

で
は
ナ
サ
･,
,,
メ
,
キ

ヌ
ガ
サ
ガ

七
･

リ
タ
グ
ク

-

〟
-

普
通
で
-

性
の
珍
奇
慧

賢

の
種

禁

書

で
あ
る
が
保
存
不
良
の
も
の
多
-
探
讐

得
た
も
の
は
大
略
六
十
種
あ
る
.

解
四
の
砂
岩
普

憲

は
家
代
骨
品

警

た
も
の
で
模
式
地
象
代
附
菅

は
少
し
の
票

差

す
る
其
フ
ォ
ー

ナ
は
笑

王
賃

の
も
の
品

じ
で
あ
る
｡
厚
-

測
に
で
竺

十
米
で
あ
る
｡

聖

の
髪

質
の
地
雷

書

し
て
極
悪

窒

笠

に
て
空

曹

命
名
し
-

も
の
'
し
ば
し
ば
讐

産

み

一
部
墓

造

次
菅

し
て
然
る
べ
嘉

火
山
-

で
ぁ
る
｡

化
石
は
甚
稀
で
あ
る
｡

厚
さ
は
細
谷
に
て
三
十
二

4
'

米
を
算
す
る
が
掛
川
以
東
で
は
精
此
よ
-
も
序
-
な
る
｡

浪
江
掛
川
附
近
撃

二
組
厨
の
鮮
序
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地

球

警

雇

六

戟

慧
河

流

空

の
屠
轟

ハ
の
褐
色
の
中
粒
砂
原
-

問
に
は
砂
岩
砦

の
農

が
あ
る
が
其
夏

が
詣

で
な
い
Q

何
だ

諾

ぼ
男

の
嘗

身
が
す
で
-

晋

の
響

五
官

あ
っ
て
､

芸

に
は
鷲

の
意

-

か
に
は
笛
別
し
難

く
た
憲

が
人
欝

蒜

讐

姦

し
-

の
で
あ
る
か
ら
で
書

し
て
砂
の
優
れ
-

を
讐

-

至

便
誉

厚
き
産

品

七
-

1
J
に
す
ぎ
な
い
｡
慧

-

ハ
-

問
の
憲

は
園
に
豊

富

暦
-

て

警
符耽Lた

lT;--.I(]
､-

る
も
の
で
あ
る
｡
票

の
暦
は
園
に
窓

嘗

し
た
-
の
で
筈

は
嘉

嘗

し
た
-
軍

の
る
が
質

の
自
発

類
嘉

郷
曾

し
て
言

官

た
方
が
よ
い
｡

砦

は
稀
で
あ
る
が
大
海
粕
で
あ
る
ら
し
-
ク
デ
ラ
ガ
キ
の
や
-
管

蔓
脚
警

嘉

出
て
ゐ
る
｡
暦
の
厚
-

票

の
賓

暦
が
南
郷
村
に
て
雪

十
三
米
,
讐

呈

張
暦
が
中
内
田

村
に
て
百
四
十
五
米
八
で
可
な
-
厚
い
も
の
で
あ
る
0

発

の
籍
等

質

-

-

が

壷

探
-
-

掛
川
親
の
期
間
中
沈
降
の
讐

達
し
-

の
沈
積
で
基

は
極

細
瓶
泥
質
音

響

あ
る
｡

大
海
性
の
砦

遠

海
性
の
砦

嘉

出
る
が
前
者
は
-

固
塊
-

し
碧

は
散
布

し
て
減
克

て
-

種
類
は
署

で
は
-

0

意

に
て
誓

誉

も
の
は

Limo2
JiJ
taj
t'm
a
e
S

owerby

で
雪

.
此
は
現
代
に
て
は
豊

富

部
称
魔
で
あ
る
の
で
富

上
進
習

い
･

本
欄
の
砦

は
上
讐

浄
郡
の
窮

雇

に
も
あ
ヱ

治
要

撃

が
墓

-

｡

鹿
警

官

上
菅

は
再
び
-

粕
に
-

響

-
芸

九
の
砂
の
暦
に
移
化
す
る
.

層
の
厚
-

二
軍

十
三
光
年
で
あ
る
0



第
九
の
中
枚
砂
,第
十
の
碇
悉

雪
弟
!

の
中
粒
砂
は
曾
我
相
に
美
事
に
露
出
し
て
居
る
の
で
食
し
て
曾
我
膚
だ

命
名
し
た
が
地
陶
に
は
そ
れ
ぞ
れ
下
部
暦
凝
次
岩
膚
及
び
上
部
潜
と
し
て
記
入
さ
れ
て
ゐ
る
.

膚
の
厚
さ
は
そ
れ
ぞ

れ
三
十
八
米
七
p
十
七
米
七
二

二
十
九
米
五
で
あ
る
.

化
石
は
あ
ま
息

憲

で
は
な
い
が
浅
海
性
の
轟
炭
層
'
喜
佐

育
虜
'
菅
谷
貝
科
な
で
教
程
が
静
見
さ
れ
た
.

掛
川
以
来
に
於
け
る
掛
川
統
下
竿
の
暦
序
は
西
部
の
も
の
だ
梢
趣
き
が
異
字

ゐ
る
｡
此
方
南
は
想
ふ
に
連
な
掛

川
疎
の
海
ビ
は
別
の
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洗
い
急
傾
斜
の
陥
没
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
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両
者
を
分
っ
も
の
は
私
の
地
質
樹
に
も
見
ら

る
～
現
在
掛
川
北
方
に
南
北
に
露
出
し
ゐ
る
大
井
川
暦
で
あ
る
串
に
令
せ
考
ふ
れ
ぼ
常
時
北
方
の
童
陸
地
よ
り
筒
に

突
出
し
空

小
半
島
が
あ
っ
た
事
が
侶
想
し
得
ら
れ
な
い
で
も
な
い
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此
方
商
に
於
け
る
暦
序
調
査
の
那
鮎
は
沈
積

タ
マリ

後
も
揮
動
多
か
-
し
事
ビ
大
部
を
占
ひ

る
漏
水
泥
岩
が
暦
理
遮
不
分
明
な
る
串
だ
の
二
で
あ
る
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北
方
大
井
川
骨
の

山
地
に
接
す
る
部
は
厚
大
望

磯
岩
で
古
生
暦
p
lニ
倉
骨
及
び
大
井
川
暦
の
岩
石
の
磯
孟

ハに
漂
着
し
た
る
貝
殻
の

多
量
を
合
む
を
特
長
ビ
す
る
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虎

雄
岩
は
山
地
を
経
る
～
孟

ハに
急
に
尖
激
し
砂
岩
に
移
化
し
寅
に
梅
細
粒
の
梶
質

岩
即
ち
満
水
泥
岩
に
移
化
す
る
｡

盲

に
し
て
言

へ
ぼ
静
序
的
の
岩
嚢
分
化
よ
り
も
水
準
的
担
化
の
方
が
は
る
か
に

著
し
い
の
で
ぁ
る
O

し
か
し
な
が
ら
西
方
よ
基

節
に
薄
ま
-
つ
～
連
薦
せ
る
大
日
砂
岩
が
な
は
此
地
域
の
東
浦
に

及
び
明
か
に
此
を
認
め
る
こ
E
が
で
き
る
の
美

王
砂
岩
が
束

へ
満
水
習

石
に
移
化
す
る
事
ど
よ
ゎ
考
ふ
れ
ば
や
は

り
掛
川
統
下
部
の
赫
種
な
る
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壇
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
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下
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菅
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な
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O
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ン

ス
グ

レ
ク
シ
W
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し
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前
記
の
慣
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底
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し
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す
で
1
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～
る
沿
岸
の
小
鼻
北
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響

管

し
誓

言
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ね
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な
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な
い
O

掛
川
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て
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て
霊
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の
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蔵
野
雫
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現
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方
便
轟

び

た
る
に
反
し
警

霊

性
を
多
分
窟

し
て
ゐ
る
｡

警

せ
ぼ
後
者
は
親
潮
式
フ
ォ
ー
ナ
宕

す
る
に
射
し
悪

式

で
あ
る
ど
い
壷

に
-
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雷

市
の
巽

離
山
の
晋

は
潜
警

釜
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暦
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却
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こ
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欝

等
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掛
川
空

位
の
不
欝

の
問
去

る
湯

で
な
い
か
嘉

へ
し
め
ら
れ
る
.

掛
川
枕
が
盲

管

も
の
で
あ
る
事
は
砦

義

軍

あ
る
が
横
山
発
語

其
時
代
掌

都
塵
新
…

れ
た
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早

-

を
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か
る
が
望

内
舵
は
中
新
で
あ
る
ら

レ
善

鎗
-

-

欝

を
し
て
ゐ
-
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僻
-

す
る
-

-

る
事
は
嘗

蓋

す
る
ど
こ
ろ
で
あ
る
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掛
川
流
は
最
蕗

査
の
莞

土
佐
安
票

の
海
岸
地
方
に
基

蓮
し
て
ゐ
る
の
を
知
っ
た
O
そ
れ
は
差

別
の
概

骨
に
諭
ず
る
串
-

た
い
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本
薯
は
汲
報
の
智

も
の
で
あ
っ
て
禁

質

の
進
行
-

も
に
改
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す
べ
晶

は
琴

々
あ
る
の
で
あ
る
革
は
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御
断
･o
L
で
澄
-
必
妾
が
あ
る
｡

地

球

蟹

容

仲買

髄

買

凡


